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研究成果の概要（和文）：アメリカ前衛音楽のパイオニアである作曲家ヘンリー・カウエルは日本文化から大き
く影響を受けている。本研究ではカウエルと日本の関わりについて解明するため、カウエル資料を所蔵するニュ
ーヨーク公立図書館とワシントン米議会図書館を中心に調査を行った。その成果は国内外の学会および総括的な
実技演奏会において発表した。「カウエルが出会った日本そしてカウエルが日本にもたらしたもの」をテーマに
現代音楽の潮流に新たな視点を加えることができた。

研究成果の概要（英文）：A pioneer of American avant-garde music, composer Henry Cowell was deeply 
influenced by Japanese culture. In this project, the researcher aimed to explore the relationship 
between Cowell and Japan through investigating the Cowell collections at New York Public Library and
 the Library of Congress in Washington, D.C. The outcome was presented at Japanese and international
 conferences and finally at a live concert. The theme of the project "Japan that Cowell saw and what
 Cowell brought to Japan" added a new perspective and a significant contribution in understanding of
 the 20th century musical exchanges.

研究分野：現代音楽、ピアノ演奏

キーワード： ヘンリー・カウエル　アメリカ前衛音楽　カウエルと日本　日系人アーティスト　邦楽器と現代音楽　
カウエル・コレクション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 米国の作曲家ヘンリー・カウエル
（1897-1965）は主にトーン・クラスターと
内部奏法という実験的ピアノ奏法の創始者
として知られている。カウエルの弟子ジョ
ン・ケージと東洋思想の関わりについては広
く認知されているが、カウエルが日本など東
洋の文化と深く関わりがあったことについ
て掘り下げた研究は少ない。カウエルは音楽
の世界的な多様性を重要視した最初期の米
国人作曲家であり、その音楽に日本文化の影
響が見られるという事実は、カウエルの言う
「音楽の全体世界」の一潮流を体現している
と捉えられ、日本文化と米国前衛音楽の繋が
りについて探求する上でも意義深いと思わ
れる。 
 
(2) 本研究者は本研究課題に取り組む前に
すでにカウエルのピアノ作品の演奏、楽譜出
版、論文発表、学会発表などで成果をあげて
おり、カウエル研究に対する素地があった。
カウエルと日本というテーマに含まれる「箏
コンチェルト」や「富士山の白雪」の演奏も
行っていた。本研究課題はそこまでの実績の
延長線上にあると同時に、米国で音楽の教育
を受け、現代音楽を中心に演奏を行ってきた
本研究者の独自性を国際的にも発揮できる
ものと想定された。 
 
２．研究の目的 
(1) カウエルは米国前衛音楽のパイオニア
の一人であり、その音楽は日本をはじめとす
る東洋文化から大きく影響を受けている。同
時に、カウエルの前衛思想は、戦後の日本の
現代音楽創造に多大なインパクトを与えた。
一つの文化の音楽は単独で存在するもので
はなく、そこに流れ込む影響も一方向ではな
い。本研究者はカウエル作品の研究を進める
なかで、“カウエルが出会った日本そしてカ
ウエルが日本にもたらしたもの”というテー
マから、20 世紀の音楽文化交流と日本音楽の
理解へ向けて貢献できるのではないかと考
えた。本研究課題では、日本の現代音楽とカ
ウエルが相互に受容し、培った音楽形成につ
いて探求することを目指した。 
 
(2) カウエルと日本の関わりについては以
下のカテゴリーに分けることができる。 
① カリフォルニアで出会った日本：幼少期
に触れた日本文化、青年期に出会った日本人 
② 日本的作品：日本をイメージした作品と
日本の楽器を用いた作品 
③ ワールド・ミュージック 
④ 戦中、戦後の日本との関わり 
⑤ ケージそして日本への影響 
 本研究課題では上記の中から主に①と②
に主眼を置き、資料調査および各種発表（実
技発表を含む）を通してカウエル音楽を検証
することを目的とした。 
 

３．研究の方法 
(1) 文献・楽譜・音源収集 
 数多く存在するカウエル関連の文献、楽譜、
音源資料の調査、検証が重要な出発点であっ
た。本研究課題申請時に明らかであったカウ
エル自身による著作物は 237 点、カウエルに
ついて書かれた文献は約 1400 点、うち主要
な単行本 137 点であった。カウエルの音楽作
品はリヒテンワンガーによるカタログでは
966 曲（後に追加があり 970 曲）となってお
り、市販されている楽譜はペータース社など
が出版しているが、絶版、未出版のものも多
い。音源資料では市販の CD が当初約 30 種類
認められた。これらを精査、本課題に適合す
るものを選択し、購入、入手することを目標
とした。 
 
(2) 資料調査 
 カウエルの資料は主に以下の図書館に所
蔵があるのが判明していた。 
① ニューヨーク公立図書館 
② ワシントン米議会図書館 
③ スタンフォード大学図書館 
 上記のうち①はカウエル未亡人が寄贈し
たコレクションであり最も規模が大きい
（203 ボックス）。その内容は作品関連、書簡、
プログラム、公的文書、写真など多岐に渡る。
②は主に自筆譜に関する調査先となる。③は
コレクションとしては大きくないが、カウエ
ルの生地に近く、幼少〜青年期の大学との関
わりも検討事項とした。①〜③への調査のた
め数回の渡米が予想された。申請時には他に
イエール大学図書館、コロンビア大学なども
調査対象候補としていたが、本研究課題に対
してさほど重要性が認められず課題実施中
に調査対象から省いた。 
 インタビュー調査として「箏コンチェル
ト」を初演した唯是震一氏（2013 年に執り行
い済み）、2012 年にカウエルの伝記を出版し
たジュリアード音楽院のジョエル・サックス
氏などが考えられた。加えて、カウエルの最
初期作品「創造の夜明け」を委嘱した菅野衣
川、カウエルに尺八を教えた玉田喜太郎ら在
米日系人アーティストについての調査が必
須であった。 
 
(3) 発表 
 本研究課題の国際的意義を考えると研究
成果を海外でアピールすることも重要とみ
なした。課題実施期間中に開催された国際音
楽教育学会および大学音楽学会の国際大会
を発表先として予定した。さらに、ピアノ演
奏を専門とする本研究者の研究を特徴づけ、
芸術表現をキーワードとした本課題の意義
を高めるために、最終年度に実技発表（演奏
会）を計画した。実践的探求を通してのみ得
られる音楽の本質があり、また邦楽器演奏家
に依頼することにより日本の伝統音楽界へ
の新しい情報提供となると考えた。一般聴衆
がカウエル音楽に対する理解を深めるため



にも必要不可欠であった。 
 
４．研究成果 
(1) 文献・楽譜・音源収集 
 主要な文献はほとんど入手することがで
きた。文献では特にカウエルの著書である
『ニュー・ミュージカル・リソース』、『チャ
ールス・アイヴスと音楽』、『アメリカン・コ
ンポーザース・オン・アメリカン・ミュージ
ック』などが重要であった。他にワイスガル、
シェパードによる論文、日系アメリカ人に関
する文献も入手できた。特に菅野衣川につい
て研究を行っている篠田左多江氏の論文は
大きな情報源であった。リヒテンワンガーに
よるカタログ『ザ・ミュージック・オブ・ヘ
ンリー・カウエル：記述目録』は手に入らな
かった。国内の図書館で所蔵しているところ
があり、現在では Web 上で公開もされている
ことから、リサーチに関して問題はなかった。 
 楽譜ではペータース社出版のもの、アソシ
エーテッド・ミュージック・プレス社出版の
ものでオンデマンドによる入手可能なもの
はすべて購入した。本研究課題に直接的に関
係のある「箏コンチェルト第 2 番」「ハーモ
ニカ・コンチェルト」の楽譜は重要であった。
さらにカウエルのワールド・ミュージックと
の関わりにおいて主要資料となりえる「イラ
ンへのオマージュ」「マドラス交響曲」「ペル
シア・セット」「ユナイテッド・カルテット」
や、カウエル独自の作曲理論を展開した「パ
ーカッション・コンチェルト」「26 の同時モ
ザイク」「セット・オブ・ファイヴ」「アンテ
ィフォニー」「リズム・ハーモニー・カルテ
ット」「シンクロニー」は、カウエル音楽理
解および今後の展開へも重要な資料となり
える。 
 音源収集では市販の CDを 27種そろえるこ
とができた。中でも雅楽の響きからインスピ
レーションを得た「オンガク」の初演時の録
音や、カウエル自身が解説、演奏しているピ
アノ作品の録音など貴重なものを入手する
ことができた。 
 
(2) 資料調査 
① ニューヨーク公立図書館 
 世界最大のカウエル・コレクションを所蔵
するニューヨーク公立図書館（リンカーンセ
ンター館）における資料調査は本研究課題の
中で最重要の位置付けとなる。カウエル・コ
レクションは 18 シリーズ 203 ボックスとい
う膨大な量から成る。課題期間中に 3回調査
を行うことができた。 
 第 1回目の調査（2014 年 9月）においては
まず作品関連の資料を調査した。自筆譜の一
部、初版の楽譜、直筆の解説、未出版の楽譜
などを閲覧することができた。ここで最も重
要だったのが尺八のための「ユニヴァーサ
ル・フルート」の楽譜（自筆譜）のデータを
入手できたことである。他に「箏コンチェル
ト第 1番」の自筆譜、カデンツァの楽譜（衛

藤公雄の手によるものと思われる）も入手で
きた。ワールド・アンド・フォーク・ミュー
ジックのシリーズでは、玉田喜太郎関連のプ
ログラム、日本音楽に関する資料を多数閲覧
した。さらにオーガニゼーションのシリーズ
では、来日した際の多くの資料、イースト・
ウェスト・ミュージック・エンカウンター関
連の資料および発表原稿、来日を支援したロ
ックフェラー財団へのレポートなどを閲覧
した。唯是震一の結婚式の様子がわかる資料
など個人的な関係を伺わせるものも含め、カ
ウエルと日本の関わりについてかなりの量
を調査することができたが、時間の制約から
すべてを網羅することはできなかった。この
渡米の際、カウエル研究家のジュリアード音
楽院教授ジョエル・サックス氏と面会し、イ
ンタビューを行った。伝記について全般的な
情報、本研究課題のための調査箇所などにつ
いて貴重な情報を得ることができた。 
 第2回目の調査（2015年9月）においては、
まず書簡類を調査した。ここでは衛藤公雄、
玉田喜太郎、唯是震一など日本人関係のもの
に絞った。次に教育関連の資料を調査し、カ
ウエルがコロンビア大学、ニュースクール、
個人授業などで教えた際の資料を閲覧した。
日本やワールド・ミュージックに対する造詣
の深さを伺い知ることができた。さらに大量
の写真類を調査し、幼少期、青年期、特殊奏
法の演奏風景、日本の楽器を演奏している様
子、来日の際の様子、日本人アーティストと
の撮影など多くの貴重な視覚資料を閲覧で
きた。日本人との写真が驚くほど多くを占め
ていた。他に母親のクラリッサが書いたカウ
エルの成長記録、名刺類なども閲覧した。書
簡類は 30 ボックスから成り、本調査では日
本人関連のファイルのみ閲覧したが、今後す
べてのファイルを調査する機会を設けたい。 
 第 3回目の調査（2017 年 3月）ではニュー
ヨーク公立図書館内の録音記録資料保管所
所蔵のカウエル関連の音源を視聴した。カウ
エルが曲を書いた東京都の小学生による演
奏、「箏コンチェルト第 1番」「箏コンチェル
ト第 2番」の初演演奏、カウエルが授業等で
使用していたと思われる日本音楽の録音な
どを聴くことができた。さらに「ハウ・ア・
コンポーザー・ワークス」「ハウ・アンド・
ホワイ・ア・コンポーザー・クリエイツ」と
題した講演をカウエルの肉声で聴くことが
できた。 
 ニューヨーク公立図書館で入手した資料
は多くをスマートフォンの写真データとし
て保存している。写真データの公開には本コ
レクションを管理しているザ・ディヴィッ
ド・アンド・シルヴィア・タイテルバウム財
団の許可が必要であり、この財団とは数回の
やりとりを通して、本研究に関する理解を得
ている。 
 
② ワシントン米議会図書館 
 米議会図書館はカウエル作品の自筆譜の



ほとんどを所蔵しており（「ユニヴァーサ
ル・フルート」などは除く）、出版されてい
ない作品の閲覧、出版されている作品の自筆
譜の検証の点において非常に重要である。
2015 年 2〜3 月の調査では、本研究の主題で
ある「カウエルと日本」に関係する作品の中で
も、日本人詩人菅野衣川の委嘱で作曲された
最初期の「創造の夜明け」の楽譜を閲覧でき
たのが最も大きな成果であった。「創造の夜明
け」の自筆譜は図書館のカタログ整理の方法
により、ひとまとめになっておらず多少の苦労
はあったが、最終的に曲全体のデータを入手
できた。他にカウエルが日本滞在時に作曲し
た「千寿第二小学校とカスコの歌」、箏のため
の「ファミリー・ロンド」も入手できた。さらには、
カウエルが最初にトーン・クラスターを使用し
た「和声の冒険」、最初期に内部奏法を使用
した「忘却の剣」、有名な「マノノーンの潮流」
作曲のきっかけとなった「バンバの建立」、
様々な人種の特徴を音楽で描いた「アメリカ
ン・メルティングポット」「キャラクターズ」、妻の
シドニーのコレクションからはカウエルが書い
た「ピアノ・インストラクション・コース」の原稿な
ど、貴重な資料を手に入れることができた。本
図書館は資料のコピーおよびデータ保存のシ
ステムが比較的扱いやすくなっており、必要な
資料はすべて入手できた 
 
③ スタンフォード大学図書館／サンフラン
シスコおよびメンロパーク 
 カウエル・コレクションを所蔵するスタンフォ
ード大学図書館における資料調査、カウエル
が当時の日系人アーティストと関わりを持った
サンフランシスコ居住地、日系アメリカ人歴史
協会、カウエルが生まれ育ったメンロパークの
実地調査を執り行った。 
 スタンフォード大学図書館ではカウエル・コ
レクションにおいて、写真、各種記事、原稿資
料などを閲覧した。さらにカウエルと関係の深
かったジョン・ヴァリアン関連のコレクションも
確認できた。 
 カウエルが生まれ育ったサンフランシスコ周
辺の土地風土そのものを感じ取ることも主眼
に置いており、生家があったメンロパークおよ
び幼少期にアジア人移民と交流を持った市内
の地域を実地調査できたことは、本研究者に
とって非常に意義深かった。さらに当時の日
系人居留区の地理／歴史的な変容の概要を
カウエルの成育時に合わせて把握することが
できた。 
 
(3) 発表 
① 論文発表 
 「ヘンリー・カウエルの箏コンチェルト第
2 番創出の経緯」と題する論文において、カ
ウエルと箏奏者、唯是震一との交流の様子、
そこから本作が生まれた経緯、作品の分析、
考察を行った。唯是へのインタビューおよび
第1回目のニューヨーク公立図書館での調査
内容を活かすことができた。 

 
② 学会発表 
 2015年6月にフィンランドで開催された大
学音楽学会の国際大会において「カウエルの
トーン・クラスター作品における日本の要
素」と題した演奏を含む研究発表（発表審査
有）を行った。発表の概要は、カウエル音楽
における日本の要素の重要性、作品演奏「好
ましい会話」、日本の旋法の使用、“ジャポニ
ズム”との相違点、カウエルの幼少期の体験、
最初期のトーン・クラスター作品演奏「和声
の冒険」、日本人詩人、菅野衣川との出会い
についてと「創造の夜明け」一部演奏、ピア
ノ作品以外の“日本的”作品について、作品
演奏「富士山の白雪」、日本の旋法の使用、
雅楽の影響についてである。欧米ではあまり
知られていないカウエルの新しい側面を紹
介することができた。出版されていない「和
声の冒険」と「創造の夜明け」の演奏は米議
会図書館における自筆譜調査の成果であり、
中でも（確認できていないが）「創造の夜明
け」の演奏はほぼ世界初演だったのではない
かと思われる。 
 2016年6月には日本音楽表現学会の大会に
おいて「ヘンリー・カウエルと日本の関係性」
と題する演奏を含む研究発表を行った。発表
の概要は、カリフォルニアにおける幼少時の
体験、菅野衣川との出会い、「創造の夜明け」
の演奏、玉田喜太郎との出会いと「ユニヴァ
ーサル・フルート」について、2 つの箏コン
チェルトについて、雅楽と笙について、カウ
エルの日本での講演内容について、「富士山
の白雪」の演奏である。ニューヨーク公立図
書館およびサンフランシスコでの調査から
得た一次資料を活用し、日本とカウエルの関
係性について多角的にまとめることができ
た。 
 2016年7月には英国で開催された国際音楽
教育学会の大会において「ヘンリー・カウエ
ルをアメリカ前衛音楽のパイオニアとなら
しめた多文化的で特異な教育的背景」と題し
たポスター発表を行った。内容を生誕、アジ
ア人の友人、トヨン・クラブ（子ども時代に
仲間と作った創作グループ）、ノー・スクー
ル、ホーム・スクーリング、IQ 少年の項目に
分け、特にサンフランシスコ時代の日系人を
含む東洋系の友人たちとの交流、学校で教育
を受けなかった特殊な教育環境、スタンフォ
ード大学ターマン教授の IQ 実験の対象であ
ったことなどについてまとめた。幼いころか
ら日本人らと関わったカウエルの多文化性
と特異な教育的背景が後の前衛的創作に影
響を与えたのではないかとする考察を行っ
た。 
 
③ 実技発表（演奏会） 
 本研究課題の集大成として、2016 年 11 月
に東京オペラシティにおいて「ヘンリー・カ
ウエルが出会った日本」と題した演奏会を行
った。明治時代に渡米した日系人詩人菅野衣



川が委嘱した最初期のピアノ作品「創造の夜
明け」はワシントン米議会図書館で自筆譜を
入手した成果であり、菅野が若いカウエルの
才能を見抜いた重要な存在であることの証
明ともなった。演奏会では菅野の英語詩を日
本語に訳したものを読みながら演奏した。日
本のイメージを描いたピアノ曲「富士山の白
雪」はクラスターを使用することによって雅
楽のサウンドコンセプトに近づけたものと
考えられる。ハーモニカ奏者和谷泰扶と共演
した「ハーモニカ・コンチェルト」はハーモ
ニカで雅楽の笙の響きを再現したもので、同
じく雅楽の響きからインスピレーションを
得た「オンガク」と並び、カウエルが雅楽に
一種の理想を見ていたことが分かる作品で
ある。ハーモニカ奏者にとっては技巧的な面
から新しい境地を開拓した作品になってい
る。オーケストラ・パートは菅野由弘がピア
ノ用に編曲した。尺八奏者藤原道山が演奏し
た「ユニヴァーサル・フルート」は西洋人が
書いた初の尺八作品である。自筆譜をニュー
ヨーク公立図書館で入手した成果ともなる。
カウエルは大正時代に渡米した日系人尺八
奏者玉田喜太郎から尺八を学び、この作品も
玉田のために書いている。藤原によれば作品
からカウエルが伝統的奏法に精通していた
ことがうかがえるとのことである。なお演奏
会当日には玉田の甥と玉田の尺八の師神如
道の娘が聴衆に加わった。箏奏者後藤幹子と
共演した「箏コンチェルト第 2番」は東京芸
術大学卒業後ニューヨークに留学し、カウエ
ルと深く親交のあった箏奏者唯是震一のた
めに書かれた。作品の詳細については大竹
（2014）にまとめてある。オーケストラ・パ
ートは菅野由弘がピアノ用に編曲した。 
 演奏会ではすべての作品について口頭に
よる解説を交えながら演奏した。広報のため
制作したチラシおよび演奏会場で配付した
プログラムにはタイテルバウム財団から使
用許可を得たニューヨーク公立図書館所蔵
の写真、各曲の詳細な解説、本研究課題のコ
ンセプト、科研費への謝辞を載せた。当日は
満席となり会場外で聴く聴衆も出た。「カウ
エルが出会った日本」をテーマに、“日本”
が存在するカウエル音楽を提示しその意義
を検証することができた。 
 
(4) 研究成果のまとめと今後の展望 
 研究課題期間全体を通して、研究目的にあ
げた「カウエルがカリフォルニアで出会った
日本」および「日本的作品」についてはほぼ
全体像を解明することができた。アメリカ前
衛音楽における日本文化の重要性とその一
潮流を探求することに本研究の意義があり、
20 世紀の日本音楽について考察する上でも
新しい視野を加えることができた。芸術音楽
の分野では日本が西洋から影響を受けると
いう観点が強調されてきたが、文化交流は一
方向ではなく、常に相互的な流れがあるとい
うことに一つの視点を与えることができた

のではないだろうか。 
 カウエルと日本の関係性については、カウ
エル音楽の主要な要素であるワールド・ミュ
ージックの一端としての日本音楽、戦中、戦
後の日本との関わりなどについて、今後も研
究を進めていきたい。また教育的見地から、
カウエルの多文化性とそこから生まれた前
衛性というテーマ、「音楽づくり」に見られ
る前衛音楽およびカウエル音楽との関連、カ
ウエルの特異な教育的背景とその事情、カウ
エルの手によるピアノ指導書などについて
も研究していきたい。 
 言うまでもなくカウエル音楽は“日本”以
外の多くの要素でできている。カウエルの本
当の全体像を知るという意味では、まだ初段
階にあると言ってもいいだろう。また本テー
マにより他文化に対する日本の優位性を叫
ぶつもりは毛頭ない。それどころかカウエル
音楽を通して見え始めたものは、他文化への
寛容、理解、受容がもたらす自由な精神と解
放である。カウエルが示唆する実験的な音楽
の存在意義、演奏家の存在意義、研究者の存
在意義を確認するためにも、その中に本研究
者が属する“日本”が居る幸運を享受し、さ
らなる探求に努めたい。 
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